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告
別
式
参
列
御
礼

三
隅
町
長
な
ら
び
に
山
口
県
町
村

会
長
故
森
澤
雄
治
殿
の
告
別
式
を
過

る
五
月
十
三
日
明
倫
小
学
校
屋
内
運

動
場
で
三
隅
町
、
山
口
県
町
村
会
共

催
の
も
と
執
り
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ

各
位
に
は
ご
多
繁
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
多
数
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
蔭
様
で
厳
粛
の
う
ち
に
も
盛
大

裡
に
告
別
式
を
終
了
い
た
し
ま
し
た

こ
と
は
執
行
者
と
い
た
し
ま
し
て
感

町長選挙及び議会議員補欠選挙

６月１８日（日曜日）

午前７時から午後６時まで

謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

告
別
式
の
際
に
は
何
か
と
と
り
ま

ぎ
れ
ご
参
列
の
み
な
さ
ま
に
失
礼
が

あ
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
が
何
卒
ご
容

赦
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
み
な
さ
ま
方
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
芳
志
は
故
人
の

ご
霊
前
に
お
供
え
申
し
上
げ
ま
し
た

の
で
こ
こ
に
ご
報
告
を
申
し
上
げ
御

礼
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

選
挙
期
日
の
告
示
日

六
月
十
一
日

選
挙
期
日
（
投
票
日
）

六
月
十
八
日

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

○
任
期
　
―
町
長
は
四
年

２
議
員
は
残
任
期
間
（
昭
和

五
十
四
年
四
月
二
十
九
日
）

Ｏ
選
挙
権
と
登
録
資
格

日
本
国
民
で
年
令
満
二
十
歳
以
上
の

人
で
登
録
基
準
日
（
六
月
九
日
）
現
在
、

引
き
続
き
三
か
月
以
上
三
隅
町
に
住
所

が
あ
り
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
者
。

こ
の
た
び
の
選
挙
で
は
、
特
に
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
満
二
十
才
以
上

昭
和
三
十
三
年
六
月
十
九
日
以
前

に
生
ま
れ
た
者
。

・
転
入
者

住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
日
か
ら
登

録
基
準
日
（
六
月
九
日
）
ま
で
引
き
続

き
３
か
月
以
上
一
二
隅
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。
し
た
が
っ
て
昭
和
五
十
三
年
三
月

九
日
ま
で
に
転
入
届
を
さ
れ
た
方
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
以
後
に
届
出
さ
れ
た
方

は
投
票
日
現
在
住
所
は
あ
っ
で
も
選
挙

権
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
転
出
者

投
票
日
ま
で
に
転
出
届
を
出
さ
れ
た

方
は
転
出
と
同
時
に
選
挙
権
を
失
う
の

で
入
場
券
は
配
っ
て
あ
っ
て
も
投
票
は

で
き
ま
せ
ん
。

・
名
簿
の
縦
覧

六
月
九
日
を
登
録
基
準
日
と
定
め
十

日
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
選
挙
人
名
簿
の

縦
覧
は
三
隅
町
役
場
で
六
月
十
一
日
か

ら
六
月
十
五
日
ま
で
の
五
日
間
行
わ
れ

ま
す
。

・
投
票

投
票
用
紙
は
二
色

町
長
は
…
…
白

議
員
は
…
…
薄
桃
（
ピ
ン
ク
）

投
票
箱
も
別
々
に
な
り
ま
す
。

・
不
在
者
投
票

選
挙
日
当
日
投
票
区
域
外
に
お
い
て

職
務
の
た
め
、
ま
た
は
や
む
を
得
な
い

用
務
で
町
外
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
は
次
の
と
お
り
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
投
票
に
は
入
場
券
と
印
鑑
を
持

参
し
て
下
さ
い
。

剛
六
月
十
一
日
か
ら
六
月
十
七
日
ま
で

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

恋
船
員
の
不
在
者
投
票

船
員
は
町
外
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

投
票
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
選
挙
人

名
簿
証
明
書
と
船
員
手
帳
が
い
り
ま
す
。

闍
郵
便
に
よ
る
在
宅
投
票

郵
便
に
よ
る
在
宅
投
票
証
明
書
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
方
は
手
続
き
に
手
間
が

か
か
り
ま
す
の
で
早
目
に
町
選
管
へ
申

し
出
て
下
さ
い
。

上
地
区
農
業
者

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
完
成

高
度
農
業
生
産
モ
デ
ル
地
域
整
備
実

験
事
業
で
実
施
す
る
待
望
の
上
地
区
農

業
者
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、

五
月
二
十
二
日
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
極
く
簡
素
な
式
典
と
す
る

予
定
で
し
た
が
、
上
地
区
か
ら
自
主
的

に
式
典
に
参
加
さ
れ
た
方
や
、
滝
坂
の

神
楽
や
、
詩
吟
ク
ラ
ブ
、
舞
踊
グ
ル
ー

プ
等
の
余
興
参
加
等
が
あ
り
、
百
二
十

名
が
集
い
盛
り
上
り
の
あ
る
催
し
に
な

り
ま
し
た
。

式
典
は
十
一
時
よ
り
開
催
さ
れ
、
町

長
職
務
代
理
者
の
助
役
よ
り
、
セ
ン
タ

ー
を
中
心
と
す
る
、
村
づ
く
り
、
健
康

づ
く
り
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
ま
た
上

地
区
の
高
度
農
業
生
産
モ
デ
ル
地
域
整

備
実
験
事
業
で
企
画
す
る
諸
事
業
が
成

就
す
る
よ
う
協
力
を
願
う
旨
の
式
辞
が

あ
り
、
続
い
て
、
湊
県
議
、
岡
本
議
長
、

能
野
普
及
所
長
、
上
利
上
地
区
発
対
協

会
長
等
が
祝
詞
を
述
べ
ま
し
た
。

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
体
育
館
と

老
人
い
こ
い
の
部
屋
と
に
分
れ
、
体
育

館
は
、
バ
レ
ー
の
他
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ

ー
ト
ニ
面
が
と
れ
ま
す
。
又
、
館
内
は

式
典
や
集
会
等
、
多
目
的
に
利
用
出
来

る
よ
う
、
移
動
ス
テ
ー
ジ
、
机
三
〇
台
、

椅
子
一
〇
〇
脚
、
マ
イ
ク
施
設
等
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

老
人
い
こ
い
の
部
屋
は
、
浴
室
・
便

所
・
台
所
こ
ア
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
冷
暖

房
施
設
を
完
備
し
、
何
時
で
も
、
ご
老

人
の
お
出
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

次
に
使
用
要
領
で
す
が
、
別
に
か
た

ぐ
る
し
い
こ
と
は
避
け
、
心
安
く
利
用

頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
次
の

手
順
を
ふ
ん
で
頂
き
、
使
用
上
に
留
意

し
て
頂
い
た
ら
と
存
じ
ま
す
。

又
、
施
設
の
使
用
は
上
地
区
の
方
を

優
先
に
し
ま
す
が
、
全
町
の
方
の
利
用

を
大
い
に
歓
迎
し
ま
す
。

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
当
っ

て
は
定
め
ら
れ
た
申
請
書
を
出
し
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
書
類
は
宗
頭

文
化
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
）

使
用
料
が
い
る
も
の
は
個
人
利
用
と

入
浴
利
用
程
度
で
す
。

営
利
を
目
的
と
し
た
も
の
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

細
部
に
つ
き
ま
し
て
は
条
例
等
制
定

後
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
老
人
い
こ
い
の
部
屋
に
故
香
月

画
伯
の
奥
様
よ
り
、
先
生
の
水
彩
画
の

御
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
の
で
御
報
告
し

ま
す
。
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二
次
農
業
構
造
改
善
事
業

上
ゲ
津
雲
養
鶏
団
地
次
々
と
完
成

中
下
地
区
農
業
構
造
改
善
事
業
の
目

玉
、
養
鶏
団
地
造
成
事
業
は
、
上
ゲ
が

全
部
、
津
雲
団
地
は
、
半
分
の
三
棟
が

完
成
し
た
。

上
ゲ
団
地
は
、
参
加
農
家
三
戸
で

一
二

○
二
九
平
方
米
の
水
田
を
転
換
、

敷
地
造
成
し
て
、
建
坪
二
、
九
二
六
平

方
米
、
六
棟
を
建
設
し
た
。

参
加
農
家
は
、
事
業
主
体
の
深
川
養

鶏
組
合
よ
り
、
貸
付
施
設
と
云
う
形
で

利
用
し
、
五
年
の
計
画
で
施
設
費
を
売

上
代
金
の
中
か
ら
償
却
す
る
。

鶏
舎
の
規
模
は
鶏
舎
に
よ
り
多
少
異

な
り
Ａ
鶏
舎
の
場
合
一
棟
五
三
八
平
方

米
で
、
一
棟
当
り
匸
一
、
〇
〇
〇
羽
の

飼
養
羽
数
を
収
容
す
る
。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
と
し
て
は
、
こ
の

鶏
舎
を
二
棟
宛
保
有
し
、
常
時
約
二
二

、
〇
〇
〇
羽
を
飼
育
し
、
四
二
日
令
で

出
荷
す
る
。
お
ゝ
よ
そ
の
粗
収
入
は
、

年
間
出
荷
羽
数
八
八
、
〇
〇
〇
羽
で
四

四
、
八
八
〇
千
円
位
で
、
年
間
所
得
は

三
、
〇
〇
〇
千
円
を
目
標
と
し
て
い
る
。

又
、
津
雲
団
地
は
、
生
島
い
ざ
り
坂

の
夏
柑
園
を
埋
立
し
一
三
、
九
三
三
平

方
米
を
一
五
、
〇
〇
〇
千
円
掛
け
、
立

派
な
団
地
を
造
成
し
た
。
県
道
か
ら
四

二
〇
米
の
は
装
仕
Ｌ
げ
の
連
絡
道
を
設

‘置
し
て
、
近
代
的
な
畜
産
団
地
と
な
っ

て
い
る
。

こ
ゝ
に
は
、
既
成
農
家
四
戸
と
、
新

規
農
家
二
戸
の
計
六
戸
が
入
植
す
る
本

格
的
な
、
大
型
団
地
で
あ
る
。

津
雲
団
地
が
、
二
次
構
造
改
善
事
業

の
主
団
地
、
上
ゲ
が
副
団
地
で
、
同
じ

深
川
養
鶏
農
協
の
貸
施
設
と
し
て
出
発

し
ま
す
。

施
設
の
利
用
、
飼
養
型
態
は
Ｌ
ゲ
と

同
様
で
あ
る
が
、
こ
ゝ
は
一
棟
当
り
Ｉ

〇
、
八
〇
〇
羽
飼
育
の
鶏
舎
を
匸
尸
当

り
一
棟
を
保
有
す
る
。
そ
し
て
現
在
既

成
の
個
人
飼
育
の
補
完
を
こ
の
団
地
で

行
い
、
経
営
規
模
の
達
成
を
し
て
、
農

業
所
得
の
拡
大
、
安
定
を
図
ろ
う
と
し

て
い
る
。
又
、
飼
育
法
は
、
Ｌ
ゲ
、
津

雲
い
ず
れ
も
、
ウ
イ
ン
ド
レ
ス
鶏
舎
で

上
２
完
成
の
津
雲
養
鶏
団
地

あ
り
、
温
度
調
整
を
機
械
で
制
御
す
る

た
め
、
鶏
舎
は
密
ぺ
い
し
て
お
り
、
中

の
鶏
は
外
界
を
知
ら
ず
、
電
気
の
明
か

り
し
か
拝
ま
ぬ
の
が
特
徴
で
あ
る
。

完
成
し
た
沢
江
養
鶏
団
地

福
祉
関
係
の
定
時
届
を
、
次
の
と
お

り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

（
老
人

医
療
）

現
在
使
川
中
の
受
給
者
証
こ
ブ
ル
ー

色
）
は
、
七
月
一
日
よ
り
新
し
い
受
給

者
証
（
黄
色
）
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
が
な
け
れ
ば
医
療
費
は
無
料
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
現
在
使
川
中
の
受

給
者
証
・
印
鑑
及
び
本
人
の
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
証
を
ご
持
参
下
さ
い
。

尚
、
受
給
者
に
は
、
後
日
通
知
い
た

し
ま
す
が
、
受
付
日
程
等
は
別
記
の
と

お
り
で
す
の
で
、
も
よ
り
の
各
会
場
で

必
ず
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

期　日 時　　 間 場　　　 所 受　　 付　　 部　　 品

6 / 27

9 : 00～10: 00 滝 坂 公 会 堂 滝 坂 ・ 一 の 瀬

10:  15～11: 45 宗 頭 文 化 セ ン タ ー 宗 頭 ・ 杉 山 ・ 樅 の 木 ・ 中畑 ・ 兎 渡 谷

13: 30 ～14: 30 上 中 小 野 公 会 堂 上 中 小 野 ・ 下 中 小 野 ・ 辻 並 ・ 麓

15: 00 ～16: 30 野 波 瀬 漁 協 野 波 瀬

6 / 28

9 : 00～10: 00 小　島　公　会　堂 小 島 ・ 下 東 方

10:  15～11: 45 豊 原 公 民 館 豊 原･ 二 条 窪･ 平 野･ 向 山･ 上 東 方･ 飯 井

13: 30 ～14: 30 浅　田　小　学　校 浅 田

14: 45 ～15: 45 沢 江 公 会 堂 沢 江 ・ 上ゲ

6 / 29 9 : 00～11: 30 役 場 福 祉 係 大 竹 ・ 正 楽 寺 ・ 市 ・ 生 島 ・ 津 雲湯免・中村・土手・広田・久原

6 / 30 9 : 00～11: 30 役 場 福 祉 係 上 記 日時 に 手続 きで き な か っ た 者

（
児

童

手

当
）

児
童
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年
六
月

中
に
、
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
届
に
よ
っ
て
、
前
年
の
所
得
や

児
童
の
養
育
状
況
等
を
確
認
し
て
、
引

き
続
き
支
給
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
こ
の
届
を
提
出
し
な
い
と
、

例
え
支
給
を
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も

六
月
分
か
ら
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

後
日
受
給
者
宛
通
知
い
た
し
ま
す
が

今
年
は
六
月
二
十
三
日
に
福
祉
係
で
受

付
け
を
し
ま
す
の
で
、
受
給
者
は
印
鑑

・
父
親
の
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証

・
支
払
い
を
希
望
さ
れ
る
金
融
機
関
の

口
座
番
号
等
を
付
し
た
書
類
を
ご
持
参

下
さ
い
。

（
福

祉

医

療
）

受
給
者
は
、
前
年
分
の
所
得
等
の
状

況
を
六
月
中
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

後
日
受
給
者
宛
通
知
い
た
し
ま
す
が

今
年
は
六
月
二
十
三
日
に
福
祉
係
で
受

付
け
を
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
・
受
給
者

の
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
を
持
参

し
て
下
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年
六
月
中
に
「

所
得
状
況
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
届
に
よ
っ
て
、
前
年
の
所
得
や

児
童
の
養
育
状
況
等
を
確
認
し
て
、
引

き
続
き
支
給
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
こ
の
届
を
提
出
し
な
い
と
例

え
支
給
を
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、

九
月
分
か
ら
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

後
日
受
給
者
に
は
、
直
接
通
知
い
た

し
ま
す
が
、
本
年
は
六
月
二
十
三
日
に

福
祉
係
で
受
付
け
を
し
ま
す
の
で
、
受

給
者
は
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
必
ず

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

定
時
届
の
い
ろ
い
ろ
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交
通
安
全
は
家
庭
か
ら

飲
酒
運
転

信
号
無
視
は
止
め
て
下
さ
い

三
隅
中
学
校
　三
年

西

村

美

紀

代

新
聞
で
見
た
統
計
で
は
、
県
内
の
交

通
事
故
は
、
一
月
か
ら
三
月
ま
で
は
、

昨
年
に
比
べ
る
と
、
減
少
し
て
い
る
そ

う
で
す
が
、
反
対
に
死
亡
者
は
、
増
加

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
も
、
飲
酒

運
転
に
よ
る
も
の
が
多
い
そ
う
で
す
。

私
の
記
憶
に
新
し
い
も
の
は
、
飲
酒
運

転
で
ジ
グ
ザ
グ
に
進
行
し
た
車
が
、
保

育
園
児
の
列
に
つ
っ
こ
ん
だ
事
件
で
す
。

一
人
の
不
注
意
が
も
と
で
、
幼
い
命
が

失
わ
れ
る
な
ん
て
、
ど
ん
な
に
無
惨
な

こ
と
で
し
ょ
う
。
幸
い
に
も
三
隅
町
で

は
、
こ
の
よ
う
な
事
件
は
、
ま
だ
、
起

き
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
油
断
は
で

き
ま
せ
ん
。
絶
対
に
起
こ
ら
な
い
と
い

う
保
証
が
な
い
か
ら
で
す
。
万
一
、
こ

の
よ
う
な
事
件
が
起
れ
ば
、
加
害
者
も
、

被
害
者
も
、
ど
ち
ら
も
、
今
ま
で
の
明

る
く
楽
し
い
家
庭
が
、
一
瞬
に
し
て
、

こ
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
悲

し
い
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
。
人
は
だ
れ

で
も
、
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
思
い
、

軽
い
気
持
ち
で
、
つ
い
、
一
杯
飲
ん
で

運
転
し
た
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
り

し
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
ゆ
る
み
が

事
故
の
も
と
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

運
転
者
の
安
全
意
識
が
、
欠
け
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
子
供
や
、
お
年
寄
り
、
歩
行

者
な
ど
の
、
「
交
通
弱
者
」
の
死
者
も

多
い
そ
う
で
す
。
私
が
買
い
物
に
出
か

け
る
時
に
は
、
い
つ
も
母
が
、
「
信
号
、

信
号
」
と
、
後
ろ
姿
に
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
中
学
生
に
な
っ
て
も
、
ま
だ
、

こ
ん
な
に
言
わ
れ
る
の
か
と
、
ち
ょ
っ

と
く
や
し
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
こ

れ
に
は
、
大
き
な
理
由
が
あ
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
は
、
駅
前
の
信
号
機
の
所
で

は
、
信
号
を
無
視
し
て
、
通
過
す
る
車

が
多
い
か
ら
で
す
。
特
に
、
長
門
市
の

方
へ
向
か
っ
て
い
く
車
が
多
い
の
で
す
。

そ
れ
は
、
押
し
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
し

ば
ら
く
す
る
と
、
静
止
し
た
黄
色
に
な

る
け
ど
、
車
は
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
ず
、

赤
色
に
な
っ
て
も
、
停
止
す
る
こ
と
が

で
き
ず
に
、
通
過
す
る
か
ら
で
す
。
あ

る
囗
、
お
年
寄
り
が
、
青
信
号
に
な
っ

た
の
で
、
渡
ろ
う
と
し
た
時
、
車
は
停

止
せ
ず
に
、
お
年
寄
り
の
囗
の
前
を
、

す
れ
す
れ
に
通
過
し
た
の
で
す
。
お
年

寄
り
が
一
歩
早
く
前
へ
出
て
い
た
ら
、

大
事
故
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
を
、
目
の
前
で
、
母
が
見
て
い
た

の
で
す
。
そ
れ
か
ら
後
も
、
信
号
無
視

の
車
は
、
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

私
に
信
号
だ
け
に
頼
ら
ず
、
自
分
の
目

で
、
も
う
一
度
、
確
認
し
て
渡
れ
と
い

う
意
見
で
、
「
信
号
、
信
号
Ｊ
と
、
呼

び
か
け
て
い
た
の
で
す
。
運
転
者
の
み

な
さ
ん
、
歩
行
者
が
唯
一
の
安
心
し
て

横
断
で
き
る
、
信
号
機
の
あ
る
横
断
歩

道
ま
で
も
、
う
ば
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

こ
の
町
の
国
道
も
、
朝
夕
は
、
車
の

通
過
も
年
々
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

幼
い
子
供
や
、
お
年
寄
り
が
、
一
歩
外

へ
出
れ
ば
、
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
Ｊ
と
、
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
家
庭
の
主
役
で
あ
る
、

お
母
さ
ん
た
ち
が
、
幼
な
い
子
供
や
、

お
年
寄
り
に
、
毎
日
、
毎
日
、
出
か
け

る
と
き
は
、
車
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
、

愛
の
一
声
を
呼
び
か
け
、
交
通
安
全
の

意
識
を
育
て
て
い
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

最
近
で
は
、
人
の
生
命
力
、
生
き
延

び
る
年
令
は
、
七
十
才
以
上
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
医
学
の
進
歩
と
、

人
々
の
健
康
管
理
が
、
よ
く
な
っ
て
き

た
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
車
の
数
は

年
々
増
加
し
て
い
き
、
い
つ
か
は
、
車

の
洪
水
と
な
り
、
交
通
事
故
も
増
加
し

て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
七

十
才
ま
で
も
、
生
き
延
び
ら
れ
る
命
は
、

無
惨
に
も
、
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
い
け
ば
、
い
つ
か
は
、
ほ
と

ん
ど
の
家
庭
が
、
加
害
者
の
家
庭
か
、

被
害
者
の
家
庭
に
、
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
は
、
と
て
も
悲

し
い
こ
と
で
す
。

交
通
事
故
は
、
運
転
者
だ
け
の
責
任

で
な
く
、
歩
行
者
に
も
、
責
任
が
あ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、運

転
者
も
、
歩
行
者
も
、
お
た
が
い
匚
、

交
通
安
全
の
意
識
を
、
高
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
家
庭
の
幸
せ
を
こ

わ
す
、
交
通
事
故
を
、
ｆ』の
三
隅
町
か

ら
、
一
掃
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

三
隅
町
青
年
団
副
団
長

田

原

美

智

代

『
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
』
と
い
う
本

が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今
、

そ
ん
な
気
持
ち
で
ペ
ン
を
取
り
ま
し
た
。

信
念
な
ど
と
い
う
大
そ
れ
た
も
の
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
し
、
ま
し
て
や

人
に
意
見
す
る
な
ど
と
は
…
…
。
た
だ

一
人
の
若
者
と
し
て
、
働
く
人
間
と
し

て
、
青
年
団
の
一
員
と
し
て
感
じ
た
こ

と
を
述
べ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

私
が

詼
子
生
”
と
い
う
枠
を
飛
び
出

し
て
早
一
年
。
今
更
の
よ
う
に
詼
子
生
”

と
い
う
隠
れ
蓑
の
大
き
さ
に
驚
い
て
い

ま
す
。
「
学
生
だ
か
ら
・：
」
と
い
う
言

葉
に
何
度
救
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
れ
が
今
、

”職
場
”
　
”社
会
”
と
い

う
と
て
つ
も
な
い
檻
の
中
に
放
り
込
ま

れ
進
む
べ
き
道
を
失
な
っ
た
感
じ
。
何

が
よ
く
て
何
が
悪
い
の
か
？
。
ど
う
す

べ
き
な
の
か
？
　
何
が
出
来
る
の
か
？

が
む
し
ゃ
ら
に
突
っ
走
る
勇
気
も
な
く
、

た
だ
四
方
八
方
を
見
渡
し
て
は
溜
息
を

つ
く
ば
か
り
。
そ
ん
な
中
で
ぷ
目年
団
”

と
い
う
集
団
に
飛
び
込
み
、
あ
る
意
味

で
救
わ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
単

な
る
不
平
不
満
の
吐
き
出
し
囗
と
し
て

で
は
な
く
、
や
っ
て
み
よ
う
か
な
？
と

い
う
気
に
さ
せ
る
。
青
年
団
で
も
い
ろ

い
ろ
な
問
題
が
、悩
み
が
あ
る
。で
も
い

つ
も
動
い
て
い
る
。
動
い
て
い
る
う
ち

に
何
か
が
分
っ
て
く
る
。
何
か
得
る
も

の
が
あ
る
。
決
し
て
無
駄
で
は
な
か
っ

た
と
…
…
。
何
事
も
や
っ
て
み
な
け
れ

ば
分
ら
な
い
。
や
ら
ず
し
て
、
動
か
ず

し
て
は
何
ら
解
決
も
な
い
。
そ
し
て
一

番
す
ば
ら
し
い
こ
と
に
私
達
は
何
で
も

や
れ
る
若
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知

ら
さ
れ
た
こ
と
で
す
。「
若
い
か
ら
出
来

る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
言
わ
れ
、
い

つ
ま
で
も
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
自
分
に

腹
が
立
っ
て
き
た
。
何
で
も
い
い
、
と

に
か
く
動
い
て
み
よ
う
と
…
…
。
決
し

て
い
い
こ
と
ば
か
り
じ
や
な
い
。
あ
る

人
は
泣
き
な
が
ら
、
あ
る
人
は
「
ど
う

し
て
こ
ん
な
こ
と
す
る
の
だ
ろ
う
？
」

と
自
問
自
答
し
な
が
ら
…
…
。
ぶ
月年

団
”
と
は
首
を
か
し
げ
な
が
ら
歩
い
て

い
る
集
団
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
で
も

そ
れ
で
い
い
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
い
っ
し
よ
に
な
っ
て
悩
み
、

語
り
、
黙
々
と
歩
く
。
見
て
い
る
だ
け

な
ら
淮
で
も
出
来
る
。
そ
こ
で
行
動
を

起
こ
す
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
・
…

こ

う
し
て
若
者
の
集
団
と
も
い
う
べ
き

”

青
年
団
”
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、
私

に
出
来
る
こ
と
は
何
で
も
や
っ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
流
れ
に

つ
い
て
ゆ
き
た
い
。
い
つ
も
吋
か
を
求

め
て
動
い
て
い
る
流
れ
の
中
で
自
分
を

も
っ
と
も
っ
と
鍛
え
、
あ
の
檻
の
中
で

も
絶
え
ず
動
き
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

私
の
意
見
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昭
和
五
十
二
年
分
特
別
減
税

（
戻
し
税
）
の
実
施

今
回
、
昭
和
五
十
二
年
分
所
得
税
の

特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金
額
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六
千

円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
は

一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計
算
し
た

金
額
で
す
。
た
だ
し
、
昭
和
五
十
二
年

分
の
所
得
税
額
の
方
が
少
な
い
と
き
は
、

村 田 清 風 先 生

そ
の
税
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
還
付
方

法
と
そ
の
手
続
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
〉

本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
昨
年

と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
、
六
月
～
七
月
ご
ろ
、
勤
務

先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。

〈
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合
〉

め
ぐ
る
人
々
　
1
4

偉
人
の
背
後
に
は
賢
毋

岩
が
お
ら
れ
る
。
勤
勉
努

力
内
助
の
功
多
く
、
遂
に

晩
年
は
疲
労
の
た
め
失
明

さ
れ
た
そ
う
だ
が
、
清
風

の
大
成
は
い
つ
に
こ
の
母

に
よ
る
も
の
が
多
い
。

清
風
七
才
の
時
学
問
の

出
来
ぬ
こ
と
に
対
し
、
毋

は
毎
朝
井
戸
の
水
を
か
ぶ

つ
て
沢
江
か
ら
市
八
幡
宮
に
祈
願
に
参

拝
さ
れ
、
間
も
な
く
九
州
太
宰
府
天
満

宮
に
祈
願
の
た
め
旅
立
っ
た
。
数
日
後

夜
の
明
け
る
を
ま
っ
て
社
殿
へ
急
ぎ
、

母
諸
共
拍
手
の
音
も
さ
わ
や
か
に
「
学

問
成
就
」
と
一
心
に
祈
り
を
さ
さ
げ
、

母
と
共
に
三
年
間
梅
の
実
を
食
べ
な
い

と
誓
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
清
風
は

「
す
べ
て
は
こ
れ
か
ら
だ
」
と
不
断
の

努
力
を
重
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
。

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て

納
税
し
た
人
は
、
六
月
末
ご
ろ
に
税
務

署
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
同

封
し
て
あ
る
還
付
請
求
書
用
紙
に
所
要

の
事
項
を
記
入
し
て
、
税
務
署
に
送
り

返
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
ま
す
と
、

税
務
署
か
ら
還
付
金
の
支
払
通
知
書
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
、
こ
の
支
払
通

知
書
に
よ
っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受

取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
人
の
場
合
〉

今
年
に
な
っ
て
五
月
末
ま
で
に
退
職

村田清風が幼少の頃毎日拝礼したという

床の間にかけられていた天神さまの掛物

夫
人
梅
子
も
明
治
八
年
二
八
七
五
）

｛
｝
く
な
る
迄
終
始
一
貫
、
自
ら
を
律
し

他
に
親
切
で
殊
に
衣
服
は
一
度
も
絹
物

を
着
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
又
一
回
も

怒
り
の
色
を
外
に
表
し
た
こ
と
が
な
く
、

三
男
六
女
の
子
供
や
親
族
の
人
が
敬
愛

し
た
と
い
う
。

家
門
は
以
後
大
変
栄
え
た
の
で
列
記

す
る
（
位
階
の
み
記
す
）－

順
不
同

Ｏ
嗣
子
唯
雪
（
贈
従
四
位
）
藩
及
び
国

事
に
尽
瘁
し
た
。

Ｏ
山
田
亦
介
（
愛
山
、
清
風
の
甥
贈
正

四
位
）
松
陰
の
師
　
羽
賀
台
操
練
の

し
た
人
や
、
昨
年
中
途
で
退
職
し
た
人

な
ど
は
、
税
務
署
へ
還
付
請
求
を
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭
和
五
十
二

年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な

い
人
は
、
期
限
後
の
確
定
申
告
を
し
て
、

特
別
減
税
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

◇
　
　

◇
　
　

◇

六
月
の
税
金

昭
和
五
十
三
年
度
町
県
民
税
　
第
一

期
分
　
六
月
三
十
日
ま
で
に
納
付

総
参
謀
。
野
山
獄
に
て
殺
さ
れ
る
。

○
山
田
顕
義
（
清
風
の
第
９
孫
　
正
二

位
）
日
本
大
学
　
国
学
院
大
学
の
創

設
者
　
松
院
の
門
下
生

○
竹
内
庄
兵
衛
（
清
風
の
甥
で
女
婿

贈
正
四
位
）
正
義
派
の
将
師
、
大
砲

鋳
造
を
始
め
て
行
っ
た
。
野
山
獄
中

に
て
白
刄
の
露
と
消
え
た
。

○
河
上
弥
一
郎
（
清
風
の
甥
　
贈
正
四

位
）
寄
兵
隊
総
督
　
沢
宣
嘉
を
擁
し

て
但
馬
生
野
義
旗
を
あ
げ
、
破
れ
て

自
刄

○
周
布
政
之
助
（
母
が
村
田
家
の
出

贈
正
四
位
）
藩
政
務
役
（
今
の
総
理

大
臣
）
と
し
て
正
義
派
を
牛
耳
っ
て

い
た
が
、
反
対
派
に
お
と
し
い
れ
ら

れ
自
刄

○
周
布
公
平
（
政
之
助
の
息
子
　
正
二

位
）
現
在
の
日
本
一
横
浜
港
を
つ
く

っ
た
。

Ｏ
御
堀
耕
助
（
前
名
太
田
市
之
進
　
清

風
の
婚
族
　
贈
正
四
位
）
乃
木
希
典

の
従
兄
　
御
楯
隊
の
総
督

○
大
庭
二
郎
（
清
風
妹
の
外
孫
　
正
三

位
）
陸
軍
大
将
　
日
露
戦
三
軍
副
参

謀
長

第
三
師
団
長

教
育
総
監

斉
　
藤
　
元
　
宣

一
人
暮
ら
し
の
老
人
や

耳
の
不
自
由
な
方
へ

電
話
と
ベ
ル

三
隅
電
報
電
話
局

※
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
（
あ
ん
し
ん
）

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
方
が

毎
日
を
心
安
ら
か
に
お
過
ご
し
い
た
だ

け
る
よ
う
に
と
生
ま
れ
た
電
話
機
で
す
。

普
通
の
電
話
機
の
約
三
倍
の
音
量
で
聞

こ
え
る
受
話
器
。
あ
つ
か
い
易
い
ボ
タ

ン
操
作
。
ま
く
ら
も
と
な
ど
に
置
け
る

リ
モ
ー
ト
ス
イ
ッ
チ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

面
に
細
や
か
な
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
　（
め
い
り
ょ
う
）

難
聴
で
お
悩
み
の
方
や
、
も
う
少
し

大
き
い
音
で
電
話
を
聞
き
た
い
と
い
う

方
に
便
利
で
す
。
音
量
を
上
げ
た
い
と

き
は
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
を
押
し
、
音
量
ダ

イ
ヤ
ル
を
操
作
す
れ
ば
四
段
階
に
音
量

調
節
が
で
き
ま
す
。
最
大
音
量
は
普
通

の
電
話
機
の
約
十
八
倍
で
す
。

※
シ
ル
バ
ー
ベ
ル

普
通
の
電
話
の
ベ
ル
で
は
聞
き
と
り

に
く
い
方
の
た
め
の
低
周
波
の
呼
出
音

が
出
ま
す
。
聴
力
特
性
に
合
わ
せ
て
あ

’
ら
か
じ
め
二
種
類
の
音
質
の
い
ず
れ
か

に
セ
ッ
ト
で
き
ま
す
。

※
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ペ
ル

電
話
の
着
信
を
音
に
か
わ
っ
て
閃
光

で
知
ら
せ
ま
す
。
三
秒
ご
と
に
一
回
ラ

ン
プ
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
し
光
度
は
三
段
階

に
切
替
え
が
で
き
ま
す
。
電
話
の
ベ
ル

が
聞
き
と
り
に
く
い
方
や
、
工
場
内
な

ど
騒
音
の
激
し
い
場
所
で
ご
利
用
に
な

れ
ば
便
利
で
す
。

先　賢 税



（ ６ ）

善
　
　
　

意

一
、
香
典
返
し
寄
付

Ｎ０．　１ ８ ４

市
　
　
　
　
　
　

名
和
田
市
作

毋
　
シ
モ
ヨ
死
亡

市
　
　
　
　
　
　

池
田
ヒ
サ
子

夫
　
　
九
一
死
亡

二
、
見
舞
返
し
寄
付

小
　
島

野
波
瀬

中
野
ツ
ユ
子

中
野
　
　

勝

（
長
男
孝
己
入
院
見
舞
）

豊
　
原

三
、
篤
志
寄
付

みすみ広　報昭和53年６月１日

浅
野
　
　
節

阿
武
郡
福
栄
村
麦
谷

藤
山
　
安
男

（
父
徳
一
明
和
苑
に
て

死
亡
）

お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま
す

昭
和
五
十
三
年
四
月
二
十
二
日
か
ら

五
月
二
十
二
日
ま
で

中
　
村
　
木
原
泰
信

野
波
瀬
　
田
中
ゆ
う
子

豊
　
原
　
末
岡
法
生

沢
　
江
　
大
谷
昌
央

市
　
　
　
中
野
秀
一

野
波
瀬
　
白
井
ち
と
せ

博寛
樹

勝勝邦
彦

敏
朗

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

昭
和
五
十
三
年
四
月
二
十
二
日
か
ら

五
月
二
十
二
日
ま
で

市
野
波
瀬

沢
　
江

市
生
　
島

豊
　
原

小
　
島

明
和
苑

中
　
村

野
波
瀬

名
和
田
シ
モ
ヨ

宮
本
シ
ヅ
子

森
澤
雄
治

池
田
九
一

水
野
恒
夫

山
本
米
蔵

中
本
與
一

水
津
信
三
郎

山
下
ソ
ノ

池
信
大
融

7
6才

5
2才

7
1才

7
1才

3
0才

6
3才

7
7才

8
4才

8
3才

7
0才

調
理
士
試
験
実
施
要
領

（
五
十
三
年
度
）

一
、
試
験
日
時
　
昭
和
五
十
三
年
七
月

二
十
八
日（
金
）十
三
時
～
十
六
時

二
、
試
験
場
所
　
山
口
女
子
大
学

山
口
市
桜
畠
三
丁
目
ニ
ノ
ー

三
、
試
験
科
目
　
衛
生
法
規
、
公
衆
衛

生
学
・
栄
養
学
・
食
品
学
・
食
品
衛

生
学
・
調
理
々
論
の
筆
記
試
験
。

四
、
受
験
資
格
　
学
校
教
育
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

四
十
七
条
（
高
等
学
校
の
入
学
資

格
）
に
規
定
す
る
者
で
調
理
士
法

施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
厚
生

省
令
第
四
十
六
号
）
第
四
条
に
規

停
電
の
お
知
ら
せ

―
六
月
二
十
八
日
　
九
時
か
ら
十
三
時

ま
で
深
川
変
電
所
増
設
お
よ
び
送
電
線

工
事
の
た
め
次
の
地
区
を
停
電
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
御
協
力
願
い
ま
す
。

沢
江
・
浅
田
・
上
ゲ
・
平
野
・
豊
原

二
条
窪
・
野
波
瀬
・
東
方
・
小
島

（
中
国
電
力
長
門
営
業
所
）

自

衛

官

募

集

定
す
る
施
設
に
お
い
て
、
二
年
以

上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
も
の
。

五
、
受
験
願
書
の
提
出
期
限

昭
和
五
十
三
年
六
月
二
十
日
（
火
）

（
郵
送
の
場
合
は
同
日
付
け
の
消

印
の
あ
る
も
の
は
有
効
と
す
る
）。

六
、
受
験
願
書
の
提
出
先

県
内
居
住
者
は
、
住
所
地
を
管
轄

す
る
保
健
所
に
二
部
提
出

県
外
者
は
山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
衛
生
部
ヘ
一
部
提
出

七
、
提
出
書
類
等
に
つ
い
て
は
保
健
所

に
て
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

受
付
け
て
い
ま
す
。

一
、
採
用
職
種

二
等
陸
、
海
、
空
士

二
、
資
　
格
　

満
一
八
才
～
二
五
才

未
満

三
、
身
　

分
　

特
別
国
家
公
務
員

四
、
待
　
遇
　

初
任
給
八
三
、七
〇
〇

円
十
衣
食
住
官
給
＝

三
一
七
、四
二
一
円
）

一
二
一
一
二
一
円

有
給
休
暇
二
十
四
日
、
そ
の
他
特
別

休
暇
あ
り
。

細
部
は
三
隅
町
役
場
総
務
課
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

た
だ
今
、
防
衛
庁
で
は
次
の
募
集
を

観
光
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
募
集

＝
史
跡
と
風
光
の
や
ま
ぐ
ち
＝

観
光
山
口
県
の
魅
力
を
広
く
全
国
に

紹
介
宣
伝
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
県
下
の

観
光
風
景
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

題
材
　
山
口
県
の
観
光
（
観
光
風
景
、

名
勝
、
史
跡
、
文
化
財
、
行

事
な
ど
）

サ
イ
ズ
　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
（
キ
ャ

ビ
ネ
相
当
以
上
）

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
　（
四
ツ
切
）

送
り
先
　

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
通
商
観
光
課
内

山
口
県
観
光
連
盟
「
山
口

県
観
光
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

〒
七
五
三

締
切
　

昭
和
五
十
三
年
六
月
三
十
日

お
年
よ
り
の
健
康
診
断

お
年
よ
り
の
健
康
を
守
る
た
め
今
年

も
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

も
よ
り
の
会
場
で
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

日
　
程

期　　日 時　　　間 場　　　 所
６月１日 13: 30 ～15: 30 三 隅 町 公 民 館
６月２日 13: 45 ～15: 45 宗頭文化センター

６月12日 13: 30 ～15: 30 小 島 公 会 堂

６月26日 13: 45～15: 30 滝 坂 公 会 堂

７月４日 13: 30 ～15: 30 豊 原 公 会 堂

７月５日 13: 30 ～15: 30 浅 田 小 学 校

７月26日 13: 30 ～15: 30 三 隅 町 公 民 館

７月27日 13: 30 ～15: 30 野 波 瀬 漁 協

７月28日 13: 30 ～15: 30 老 人 セ ン タ ー

文化財専門委員及び、上地区のお年よりによる

杉山奥地の「観音寺」跡地調査で発見された現

地。

行　 事　 予　 定

６月５日　選挙管理委員会
７日　嘱託員集会
18日　町長選挙及び三隅町議会議員補

欠選挙

○
し
あ
わ
せ
は
　
こ
の
一
票
の
自
覚
か
ら

○
一
票
の
花
が
実
っ
て
い
い
政
治

○
こ
の
票
で
咲
か
そ
う
伸
ば
そ
う
自
治
の
花

○
し
あ
わ
せ
は
　
み
ず
か
ら
つ
く
る
　
こ
の
一
票

○
選
挙
で
は
　
飮
む
ま
い
　
食
う
ま
い
　
も
ら
う
ま
い

○
よ
い
人
へ
　
よ
い
票
入
れ
て
　
よ
い
政
治

明るい選挙標語
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